
教員の養成の目標及び 

当該目標を達成するための計画に関すること 
 

教員の養成の目標 

本学は、「情報化社会の新しい大学と学問の創造」の建学の理念および大学・学部・学科が掲げる卒業認定・学位

授与方針等に基づき、教育者としての高度な専門性と幅広い教養、豊かな人間性を有するとともに、変化が激しく予測

困難な時代へ対応できる力や高度情報化社会における新たな価値を創造できる力を生徒に育成することができ、学校

や社会をより良くするために自分がどのような力を育成していくべきかを生涯にわたって主体的に探究し、不断に成長

できる教育者を養成します。具体的には、本学ディプロマ・ポリシーのコンピテンシー（知識・スキル・心構え）に基づい

て、以下の素養を身につけることを目標とします。 

 

○教育者としての素養 

教育に対する熱意を有するとともに、教育職員としての自覚に基づき、使命感・倫理観を持って行動することができ

る。 

教育者としての教育観を育み、教職における自己成長に向けた探究心と高い志を持ち続けることができる。 

○学習指導力 

教科指導に必要な専門知識と高度な技能・技術および生徒の関心を引き出し主体的で協働的な深い学びを実現す

る指導法を身につけており、実践することができる。 

学習指導の基盤となる、学ぶ意義を理解するとともに、生徒の発達・心理に関する知識を有しており、実践すること

ができる。 

○生徒指導力 

特別活動、特別支援教育、キャリア教育・進路指導等の場面において生徒指導を行うための基盤となる知識を有し、

実践することができる。 

生徒やその背景の多様性について理解し、個性や個の成長に応じて、円滑なコミュニケーションを図りながら個別

最適な指導を考えて実践し、生徒の主体的な学びを支える伴走者としての能力を備えるとともに、生徒集団に対す

る適切な指導やマネジメントを行うことができる。 

○課題解決力と自己表現力 

課題解決に向け、学士課程および教職課程における学修を通じて身につけた知識・技術を用いるとともに、国際的

な視野や社会の多様性の理解などの優れた感覚を持って、自分の考えや提案内容をわかりやすく説明し、自己表

現することができる。 

他の教職員、保護者、地域、学外機関等と連携し、コミュニケーションを図りながらチームとして解決を求められる

様々な課題にも積極的に協働し取り組むことができる。 

○ICT 活用能力 

教育活動や校務に必要な ICT（情報通信技術）を活用するための基本的な能力を身につけている。 

 

目標を達成するための計画 

 本学では，全学的な各種委員会の一つとして教職課程委員会が設置されています。本委員会は，「教職に関する科

目」の専任教員，各学部から選出された教員，教務課長の計５名から構成されています。本委員会のタスクは，授業科

目の編成や教育実習に関する事項，免許申請に係わる事項を含めた教職課程に関する全般について審議すること，

およびそれを通して，各学部，専門教育部門，教養教育部門，教職教育部門の調整・相互協力をはかることです。 

 こうした全学的な相互協力体制と並行して，「教職に関する科目」の専任教員によるチ－ム教育体制がとられていま

す。本チ－ムは，学生が教員としての視点を獲得し，そうした視点にもとづいて，各科目等を通じて修得した知識や技

術を統合的に実践的指導力へと変換するようになることを獲得目標として，相互協力を軸とした教育・指導を行なって

います。 

 以上のような教職指導体制によって，人間形成の専門職としての明確な責任感を軸に，深い専門性に裏打ちされた

学習指導の指導力と生徒指導の指導力を両輪とする実践的指導力を形成・向上し続ける学生の養成を行ない得ると

考えております。 


